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講 演 ・討 議 概 要

(1)第1セ ヅシ ョ ン 「日本 人 とクマ 」 一一,

クマ類 の国 際取 引 に 関 す る内外 の 問題 、 日本 に お け るクマ猟 の歴 史 民俗 、 クマ の胆 の薬

効 と歴 史 お よび多 頭飼 育 施 設 にお け るク マ類 の飼 育 管理 状 況 と疾病 問題 な ど多彩 な話題 が

提 供 され 、 討 議で は ク マ資 源 の持 続 的利 用 、 集 団飼 育 のあ り方 と種 の維持(ズ ー ス トッ

ク)な どにつ いて議 論 され た 。

(2)第2セ ッシ ョ ン 「各 地域 個 体群 の現 況 」

西 日本 お よび北 海道 の一 部地 域 に つ いて 、 ツキ ノ ワグマ ・ヒグ マの 各地 域 にお け る個 体

群 の孤 立 化 や 衰退 の現 況 報 告 が 目立 っ た。 地 域個 体群 の 衰退 には、 捕獲 と生 息 地 の改 変

(森 林 の農 地 ・その他 用 途 転換 、 人 工林 の増 加 な ど)が 大 き く作 用 して い る との 見 方が 示

され た の を受 け、個 体 群 の回復 と生 息地 保全 を 中心 とす る保 護管 理 の ゴール を地域 ご とに

設 定 して い く必要性 な どにつ いて 討議 され た 。

(3)第3セ ヅション 「狩猟及び有害獣駆 除 と保護管理の現状 」

今後の狩猟のあ り方、参加 自治体におけるクマ類の捕獲 ・被害状況 とその問題点、有害

駆除 における総合的な防除の必要性な どが紹介された。全体 としては保護管理の方向を指

向 してい る様子が報告 されたが、有効 な保護管理を進め るための論議 では、行政単位 よ り

もクマ類 の分布状況 と地形地域区分に基づ く地域個体群管理ユニ ッ ト設定の必要性、な ど

が討議の中心 となった。

(4)第4セ ヅション(ク マの生理 ・生態 と調査研究法)

クマの生態、繁殖 生理、生息数および食性 ・生息地評価 に関する最近の調査研究成果が

紹介された。そ して、科学的な保護管理を 目指 す上で欠 くことので きない生息数 などの調

査手法やその調査精度 の向上について、主 として生態学的見地から意見交換がなされた。

また、繁殖生理 と個体群動態の調査か ら、クマ類の繁殖 ・出産成績 と前年秋の堅果類の結

実状況の関連が明らかになってきたため、個体群動向の掌握や捕獲許容量算定 のためには

今後、堅果類結実 と出産状況の関連を追跡調査 してい く必要性が指摘 された。

(5)第5セ ッシ ョ ン(ま とめ)

3日 間 の コ ロキ ウム の結 論 と して 、世 界 と 日本 の クマ類 の 生 息を将 来 にわ た って維 持 す

るた めに 当 面取 り組 む必 要 の あ る事項 につ い て討議 し、10項 目の共 通 認識 を得 る こ とが

で きた。 これ を受 けて、 「世界 と日本 の クマ の将 来 のた め に」(コ ロキ ウム 「日本 の ク マ

'91」 結 論)を 採択 した
。
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世 界 と 日 本 の ク マ の 将 来 の た め に

(コロキウム 「日本のクマ'91」 結論)
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コ ロキ ウム 「日本 の クマ'91」 に参 集 した私 た ち は、7月12日 か ら3日 間 の会 議 を

通 じて 、 以 下 の点 につ いて共 通 の 認識 を得 る こ とがで きた。

1.基 本理 念

わ が 国 に生 息 す るツ キ ノワ グマ とヒ グマ は国 民 共有 の 財産 で あ り、 自然 の もつ多

様 性 の シ ンボル と して未 来 に引 き継 がれ なけれ ば な らな い。 また、 ク マ類 の 多様 な

価値 を認 識 し、 その資 源 的利 用 は持 続 的 で な けれ ば な らない 。

2.絶 滅のおそれのあ る個体群の保護

今、い くつかの地域個体群が絶滅 の危機 に瀕 してお り、これ らについて早急 に回

復の措置 を講ず る必要があ る。

3.法 体 系の見直 し

野生生物保護 を目的 とした総合的 な法体系の再編成が必要である。

4.科 学的保護管理

個体群 の維持 と生息環境の保全のため、調査 と評価方法の開発によって科学的保

護管理 を進める必要がある。

5.生 息地管理

森林環境はクマ類 の存続を左右する重要な要素であ り、森林を中心 とした土地利

用のあ り方を見直す必要がある。

6.研 究機 関 の設 置 ・充実

クマ 類 の適 正 な保護 管 理 の必 要性 の認 識 の も とに、調 査研 究機 関 の設 置 ・充 実 を

図 るべ きであ る。

7.被 害防止対策

駆除に偏 った現行の被害対策か ら総合的な被害防除対策への転換に努める。

8.動 物園 ・飼育施設

動物園及び飼育施設 は野生個体群 に対 する影響について十分 な配慮 をし、種 と地

域個体群の保存、繁殖 に貢献するべ きで ある。
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9.合 意形 成

人 とク マ類 との 共存 の た めに広 く国 民 に情 報 を提 供 し、 合 意形成 を図 る。

10.国 際協 調

世界 の クマ類 の保 護 に む けて 国際 的 役 割 を 自覚 し、積 極 的 に努 力す る。

1991年7月14日

コ ロキ ウム 「日本 の クマ'91」 実 行 委 員会
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[各 条細 目]

1.基 本 理 念

1.1.地 域 ご との生 物多 様 性維 持 のた め、 各地 域 の生 息種 とそ の 生 息地 の保 護、 す なわ ち生

物 圏 の保 護 をす す め る。 ツ キ ノワ グマ、 ヒ グマは 日本 の生 物相 の 重要 な構 成 要 素 で あ

り、 その 管理保 護 を野生 生 物 保護 管理 の 優 先課 題 とす る。

1.2.ク マ類 の 資源 的利 用 で は、 次 項以 下 で述 べ る地 域個 体群 の保 護 、科 学 的保 護管 理 や 生

息地 管理 の上 で行 う。

1.3.国 民 の共 有財 産 と して の ク マ類 の意義 に つ いて積 極 的 な普 及 宣伝 に努 め る。

2.絶 減 の お それ のあ る個 体群 の保 護

2.1.地 域 生 物相 多様 性 保 護 の原 則 か ら地域 個体 群 を維 持 す る。 地 域個 体群 とは、 こ こで は

便 宜 的 に地 形 と生 息状 況 な どか ら分布 域 が 区分 され る個 体 群 を さす 。

2.2.国 内的 に は、 ヅキ ノ ワグマ は 西 日本の い くつ か の孤 立分 布 域 で、 ヒグマ は道 央 部 な ど

では 、現 状 を放 置 す ると地域 的 絶滅 が 生 じる危 険 が あ る と認識 す る。

2.3.特 に四 国 の ッキ ノ ワグ マ につ いて は、 人工 繁殖 と生 息地 の 回復 を図 るこ とを含 め た保

護 対 策 を 緊急 に実施 しなけ れ ば絶 滅す るお それが 高 い

2.4.人 工 繁殖 を実施 す る場 合 は 、動 物 園等 関係機 関 との協 力体 制 を進 め る。

2.5.地 域 的絶 滅 が現在 は危 惧 さ れて な い地域 につ いて も、 現在 の地 域個 体群 レペ ル(分 布

域 、 生 息数)を 維 持 す る よ う狩猟 と有 害駆 除捕 獲 を管 理 す る。

2.6.絶 滅 を危 惧 され て い るクマ個 体群 の特別 な保護 区 を設定 す る。

*人 工 繁殖 が 地域 個 体群 の保 護 対策 の一 つ と して 必 要 な地域:

四国 の ツ キ ノワ グマ個 体群(徳 島 県、高 知 県、(愛 媛 県))、 九 州 の ツキ ノワ グマ

個 体群(大 分県 、 宮崎 県、 熊 本 県)

*捕 獲 が地 域個 体群 の存続 に重 大 な影 響 を与 えて い るた め狩 猟 と有 害駆 除捕 獲 の制 限強

化 が 必要 な地域:

紀 伊 半 島 の ヅキ ノワ グマ個 体 群(三 重 県、 奈良 県、 和 歌 山 県)、 東 中国 山地 の ツキ

ノ ワグ マ個体 群(兵 庫 県、 鳥 取 県、 岡 山県)、 西 中国 山地 の ツキ ノ ワグマ個 体群(

島根 県、 広 島県、 山 口県)、 下北 半 島の ヅキ ノワ グマ個 体 群(青 森 県)、 積 丹 ・恵

庭 山 地 の ヒ グマ個 体 群(北 海 道)

*そ の他 、 配慮 の 必 要 な地域:

北 海 道北 部 、山梨 県南部 、 神 奈川 県 北部 、静 岡 県北部 、 兵 庫 県東部 ・京都 府 西北 部
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3.法 体系の見直 し

野生生物 の保護 とその生息環境の保全に関す る現行 の鳥獣保護及狩猟二関スル法律は

もとよ り森林法、 自然公園法等の見直 しを急 ぐ。

4.科 学 的保 護 管理

4.1.個 体 群 の 地域特性 に対 応 した保護 管 理 ユ ニ ッ トを設定 し、 各ユ ニ ッ トで狩猟 及 び生 息

地 の科学 的管理 を 図 る。

4.2.ユ ニ ヅ トご との保護 管 理 目標 の も とに生 息状 況 のモ ニ タ リングを行 う。

4.3.科 学 的 な 野生生 物 の保 護 管理 を担 う研 究 者 の育成 を 図 る。

5.生 息 地管 理

5.1.生 息地 の 収容力 を高 め るた め、森 林 施 業 方法 の見 直 しを急 ぐ。

5.2.実 施 機 関 を設置 し、 人員 の充 実 を 図 る。

6.研 究機 関 の設置 ・充 実

6.1.野 生動 物 保護管 理 と調 査研 究 は、行 政 が取 り組 むべ き今後 の重 点 な部 門で あ り、 国、

都 道府 県 、 市町村 の 各 レベ ル で組織 を拡 充 す る。

6.2.上 記 の 目的 を達成 す るた めの財 政 的措 置 を とる。

7.被 害 防止 対策

7.1.被 害 防除 の ため の捕 獲駆 除 は 地域 個体 群 の 存続 の脅威 とな ってい るため、 物理 的防 除

対策 な ど非 捕殺 的 な被 害 防止 対策 を進 め る。

7.2.被 害 防 止対 策 と して は救 済措 置 の拡 充 な どの制度 的 対策 も必要 で あ る。

8,動 物 園 ・飼 育施 設

8.1.動 物 園 ・飼 育施 設 は 次の 点 に注 意 した管 理 運営 を行 う。

1)飼 育 ・展 示 のた め の個体 は、飼 育 下 の繁殖 個体 か らの供 給 を原則 とす る。

2)地 理 的 変異 の保 存 のた め、 個体 の出 自を明確 に す る。

3)逃 亡 と遺 棄。

4)移 入 に伴 う疾 病 を 予防 す る。

9.合 意形 成

9.1.国 、都 道府 県等、 行 政 は関係 団体 、市 民 そ の他 関係 者 に積 極 的 に情報 を提供 し、意 見

交 換 の場 を用意 す るな ど して合 意形 成 に 努 め る。
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10.国 際 協調

10.1.ク マ類 は資 源性 が あ り、 また生 息 地改 変 な ど人 間 活 動 の影 響 を受 けや す い大 型獣 と し

て、 国 際 的 に積極,的 な資 源維 持 ・保 護 が 必要 で あ る。 一

10.2.ク マ類 の国 際取 引 をモニ タ ー す るた め、 韓 国、 北 朝鮮 の ワシ ン トン条 約 加 盟 を う なが

す。

10.3.ソ 連 の ヒ グマ個 体 群 の ワ シ ン トン条約 附属 書 へ の掲 載 を促進 す る(次 回締 約 国会 議)

以 上
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*入 工繁殖 が地域個体群 の保護対策 の
一つと して必要 な地域

● 捕獲が地域個体群 の存続 に重大 な影

響を与 えてい るため狩猟 と有害駆除
捕獲 の制限強化が必要 な地域

△ その他 、配慮 の必要 な地域

●積丹 ・恵庭 山地

の ヒグマ個体群
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図1コ ロキ ウムの結論(各 条細 目第条)で 示 された保護管理の強化が必要 な個体群 の分
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Colloquium"Bearsof Japan91"

Summary

Date:12-15Juユy1991

Venue:GuestHouseofMarusanSecuritiesCb● 鱒HakoneShureisoll

Hakone,KanagawaPrefecture

Numberofparticipants:49

Secretariat:OrganizingCommitteeofCo--oquium"BearsofJapan'91",

c/oNagaoNaturaユEnvironmentFoundation,YUshima2-29-3

Bしtnkyo一 ㎞,Tokyo113

工nco-operationwiththeEnviror】anentAgency
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Programme

12July

獅

Openingremark

Session1.BearsandJapanesepeople

一 工nternationalimplicationoftheconservationofbears

-BearsandJapanesepeople

-Historyofgallbladderutilization

-CaptivebreedingatAsoBearFarm

BJuユy

Session2.Statusofbearpopu!ationsinJapan

一BrownbearinHokkaido

-Asiaticbユackb(箔rjコTohokuDistrict

-AsiaticblackbearinChubu-HokurikuDistrict

-AsiaticblackbearinKiiPeninsula

-AsiaticblackbearinWestChugokuDistrict

-AsiaticblackbearinKyusyu

Session3.Hlmting,problem-animalcontrolandconservation

一Huntingofヒyearsanditsproblem

-Huntingandproblem-animalcontrolinAomori

-StatusofbearsinAkita

-ConservationandmanagementofbearsinHiroshima

-StatusofbearsinTokし 曲

一TotalbanonspringseasonhuntinginHokkaido

-Damagetocropsandforest

一 工ntegratedprotectionsystemagainstbeardamage

14July _

Sessionu.Physiologyandecologyofbearsandassociatedresearchtechniques

一ResearchonbearsconductedbytheEnvironmentAgency

-Captureandradiotelemetory

-Populationanalysisbasedonhuntedanimals

-Estimateofbearpopulation

-Relationshipbetweenvegetationandfoodpreference

-Breedingphysiologyofbears

-Managementofbearpopulations

Session5.Conclusion
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Summaryofpresentationanddiscussion

Session1.BearsandJapanesepeople

PresP_ntationsweremadewitわregardtointernationaユtradeinbears,historyand

foユklorebfbearhしmetinginJapan,efficacyandhistorryofbe♂galLlbユmadder

exploitation,captivebreedinganddisease,etc..Thesustainableuseofbears

asanaturalresoi.uCe,【nass-breedingandtheSLIT'VIV3ユofspecies(theZooSt◎ck

Programme)werealsodiscussed.

Session2.StatusofbearpopulationsinJapan

Mostofthepresentorsagreedthatmanyofthelocalpopuユations,particular:Ly

inHokkaidoandwesternJapan,wereisolatedandreducedsignificantly.Hunting

andthealterationofhabitatcontributetothedeclineof!ocaユpopulations.

Thenecessityfbrther℃coveryofredしtoedPoPしtlationswasdiscussed,anditwas

agreedthatthefinalgoalofmanagementshouldbetheconservationofhabitat

onaregionalbasis.

Session3.Hunting,problem-animalcontrolandconservation

Presentorsreferredtoissuesofhowhuntingshouldproceedinfuture,bear

huntingasproblem-animalcontrol,damagetocropsandforestandtheneedfor

integratedprotectionagainstbeardamage.Theconcensuswasthatthe

conservationandmanagementofbearsshouldnotbedoneonthebasisof

politicalunits,e.g.,prefectureandvillage,butonthebasisofan

ecologicalしUlIt,whichcanbedeterminedbytaki!〕g1711.Oconsiderationthe

distributionofbearsandlocaltopography.

Session.4.Physiologyandecologyofbe…irsandassociatedresearchtechniques

Topicspresentedincludedtheecologyofbears,breedingPhysiology,popuユation

status,foodandhabitatpreferences.Researchtechniqueswerediscussedfroman

ecologicalpointofviewforthescientificconservationandmanagementof

bears.Studiesonphysiologyandpopulationdymanicsrevealedaclose

relationshipbetweenbreedingsuccessandthesupplyofnutsintheprevious

autumn.工twaspointedoutthatsucharelationshipshouユdbestudiedannually

sotomonitorpopulationdynamicsandestablishthenumberofbearsthatcanbe

hunted,

Session5.Conclusion

ToensurethesurvivaユofヒyearsinJapanandtheworld,discussionswereheld

andtheparticipantsreachedaconcensusasdescribedin"Forthefutureof

bearsoftheworldandJapan".
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Forthefutureofbearsof

theworldandJapan

Conclusionofacoユ ユ(x]uiumt,BearrsofJapan奪91鱒
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General

Afterthreedaysofdiscussion,theparticipantsreachedthefo工lowing

conclusions:

1.Basicprinciple:TheAsiaticblackbearandbrownbeararecommonassetsof

theJapanesepeople.AsasymbolofthediversityofJapan'snatural

environment,thetwospeciesofbearmustbeconservedforgenerationstocane.

Weaユso・per℃eivethereareavarietyofsocieta!valuesassociatedwithbear'

conservation,anduti.tization,ifany,shouユdbeconductedonasustainable

basis.

2.Protectionoflocalpopulationsindangerofextinction:Somelocal

populationsareindangerofextinctionandthesemustbefuユlyrehabi!itated.

3。Reviewoflegisユation:Theexistinglegislationsystemshouユdber℃stru⊃tured

tobetterachievewildlifeconservation.

u.Conservationandman∈ 頃x∋ntthro scientificmeans:

localpopu!ationsandconservationofhabitats,weneed

conservationandmanagementofbearsbasedonscientificevidencethrough

deveユopi.ngresear℃htechniquesandevaluationsystems..

Forthemaintenanceof

topromotethe

5.Managementofhabitats:Foresthabitatisanimportantfactorwhich

influencesthesurvivaユofbears..Landusepractices,includingforests,shouユd

bereviewed.

6.E3tablishmentandimpr()v∈;mentofin:…titutes:工nstitutesshouldbeestablished

topromotethepropermanagementofbears.Existingresearchorganizations

shouユdaユsobei㎎)rて)ved.'・

7.control:Everyeffortmし8tbemadetoconvertf'r℃ 曜nhuntingforproblem

animalcontrol,to・integratedprotection.

8.Zoosandcaptivebreeding:Zoosandanyothercaptivebreedingoperations

shouldpayspecialattentiontotheeffectoftheseoperationsonwild

popu!ations.'T'heyshouldcontributetothesurviva!ofspeciesandlocal

populationsatriskthroughcaptivebreeding.

9.Publicawareness:Weshouldprovidethepublicwithsufficientinformationon

bearsandmakethemawareoftheimportanceoftheco-existenceofbearsand

humanbeings.

ユ0.Internationalco-operation:WeshouldrecognizeJapan,sroleInthe

internationaユcc)mmunityandmakeeffortstoconservethebearsofthewor:1d.
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Substance

1.Basicprinciple:

1.1.Tomaintainbiologicaldiversityonaregionalbasis,weshouldpromotethe

conservationofbiotopesineachregion.TheAsiaticblackbearandbrownbear

areconsideredtobekeyspeciesofJapanesefaunaand,assuch,their

㎎ ∋πx∋ntandconservationshouユdbegiventoPpriority●

1.2.Wherebearsareusedasanaturalresource,weshouldtakeinto

considerationtheconservationoflocalpopulationsandthescientific

managementofbearsandtheirhabitats.

1.3.TheimportanceofbearsascommonassetsofJapanesepeopleshouldbemade

awaretothepublic.

2.Protectionoflocal Uユationsin rofextinction:

2.1.4Jeshouldmaiロtainlocalpopuユationsbecausetheconservationofbiologicsユ

diversityonaregionalbasisisofprimeimportance.Localpopulationsare

definedhereasthosewhicharearbitrallyseparatedfromoneanotheronthe

basisoftopography.

2.2.WerecognizethatsomeoftheisolatedpopulationsoftheAsiaticblack

bearinwesternJapanmaygoextinctun!essappropriatemeasuresaretaken.

Therモ ∋isalsoastrongPossibilitythatthebr℃wnbearwiユ.ユbecomeextinctITl

thewesternpartofHokkaido.

2.3.FortheAsiaticblackbearinShikoku,captivebreedingandimprovementof

thequa!ityofhabitatsmustbepursuedasamatterofurgency.

2.4.Toexecutecaptivebreeding,co-operationprojectswithconcerned

organizationincludingzoosshouldbeestablished.

2.5.工nregionswherelccalpopulationsate.notendangered,huntingandpr℃blem

animalcontr℃lshouユdbemanagedandrestrictedsoastomaintainthecurrent

popuユ,ationleveユS.

2.6.Specialprotectionareasarerequiredtorehabilitateendangered

populationsofbears.

一Regionswherecaptivebreedingisnecessary:

Asiaticbユ_ackbear:Shikoku(Tokushima,Kbuchi,Ehime),

Miyazaki,Kumanbto)

一Regionswheresportshuntingandproblemanimalcontrolshouldbe
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restrictedsincehtmtingisconsideredtohaveanegativeeffectonthe

survivaloflocalpopulations:

Asiaticbユackbear:KiiPeninsuユa(Mie,Nara,Wakayatna),Western(;hugoku

Range(Hyogo,Tottori,Okayama),EasternChugoku

Range(Shimane,Hiroshima,Yamaguchi),Shimokita

Peninsula(Aomori)

Brownbear:FniwaandSyakotan(Hokkaido)

一QtherregionswheI℃speciaユattentionshoし 〔Ldbepaid:

northernHbkkaido,southemYa職,northernShizuoka,eastemHyogo,

north-westernKyoto

3.Reviewoflegislation:

Nationaユ エegislationreユ.atedtotheconservationofwildlifeanditshabitat

shouldbemodified,includingarevisionoftheNatura!ParksLaw,Law

concemingW1ユdlifeProtectionandHuntingandForestryLaw.

4.Conservationandmanagementonascientificbasis:

4.1.Unitsfortheconservationandmanagementofbearsshouldbeestablishedon

thebasisofthecharactersofregions.工neachunit,huntingandhabitats

shouユdbemanagedscientificaユly.

1↓.2.Thegoalforconservationandmanagementshouldbesetbyeachunit.

Accordingtothisgoaユ,th∋statusofbearsshouユdbemOnitored.

4.3.Thetrainingofresearchersresponsiblefortheconservationandmanagement

ofwildlifeisessential.

5.脚 ∋ntofhabitats:

5の1.Tbenhancethecarryir喀capacityofhabitats,theforestmal聯ntsystem

shouldbereviewed.

5.2,Executiveorganizationsshouldbeestablishedandthenumberofstaff

membersincreased.

6.establishmentandimprovementofinstitutes:

6.1,Theconservation,managementandresearchonwildlifeareimportantthemes

whichshouldbeしmderしakenbycentralandlocalgovernments.Theexisting

organizationsresponsibleforwildlifeshouユdbeimproved.
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6.2.Thosegovernmentsshouldprovidefinancialresourcestoeffectthis.

7.1㎞gecontrol: .・

7.1.Huntingforprて)ble【B-animaユcontrて)lpacesathreattotheSLir'VIV3:Loflocaユ

pcpし 〔Lations.Non-lethaユ.methodsshowユdbepしtrswed.

7・2.工mprovementofthecurrentcompensationsystemisaユsoimportant●

8.Zoosandcaptivebreeding:

8.1.Zoosandbreedingoperationsshouldtakeintoconsiderationthefo--owing

items:

1)工nprincip:le,b∈:a.r'sforexhibitionshouユdbeprovidedfromthose2111.QIaユs

whichwerebredincaptivity.

2)Arecordonthesourceofanimalsshouldbekept.

3)F-scapeandabandonment.

4)Prて)tectionofwi!dbearsagainstdiseasecausedbytheintr(xiuctionof

otheranimals.

9.Pub-icawareness

9.1.Administrativeorganizationssuchasthegovernmentandprefecturesshould

provideconcernedpeoplewithsufficientinformationonbearsandmakeefforts

toexchangeopinions.

10● 工nternationalcoroPe「 且tion:

10●1.工nternationalco-operationisessentialtoconservebearsbecausebears

areoonsideredasignificantnaturesユresourceandvu】 」nerrablet◎thedestruction

ofhabitats.

10.2.Tomonitortheinternationaltradeinbears,weshouldしtrgetheRepublic

ofKoreaandtheDemocraticPeople'sRepublicofKoreatoaccedetoCITFS.

10.3.WeshouldsupportthelistingoftheUSSRpopulationofthebrownbearin

C工TESappendices●
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